
1 ２０１９.６.１５［広報いいだ］

6.156.15
No.1102●毎月1日・15日発行

2019（令和元年）

全
国
一
斉

水
辺
等
美
化
活
動

　
身
近
な
水
辺
な
ど
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
、「
全
市
一
斉
水

辺
等
美
化
活
動
」
を
実
施
し
ま

す
。
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に

多
く
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
日　
７
月
７
日
㈰

※
実
施
日
時
・
内
容
は
、
地
区

に
よ
り
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
地
区

の
回
覧
な
ど
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　
環
境
課　
環
境
衛
生
係

　
内
線
５
４
６
２

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
か

ら
樹
木
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
年

２
回
発
生
し
、
桜
、
ク
ル
ミ
や

桑
な
ど
を
好
ん
で
食
害
し
ま
す
。

樹
木
の
所
有
者
は
、
次
の
防
除

期
間
を
目
安
に
樹
木
を
点
検
し

て
く
だ
さ
い
。

　
被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
所

有
者
が
責
任
を
も
っ
て
防
除
し
、

被
害
を
拡
大
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
除
期
間
（
点
検
時
期
）

○
第
一
化
期

　
６
月
上
旬
～
下
旬

○
第
二
化
期

　
８
月
上
旬
～
下
旬

▼
点
検
方
法

ふ
化
し
た
幼
虫
は
糸
を
吐
い

て
巣
を
作
り
、
１０
日
間
く
ら

い
群
集
し
て
い
ま
す
。
初
め

は
葉
脈
だ
け
残
し
て
食
害
す

る
の
で
、
被
害
を
受
け
た
葉

は
透
け
て
見
え
ま
す
。

▼
巣
の
処
分
方
法

巣
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
幼

虫
ご
と
枝
を
切
り
取
り
、
踏

み
つ
ぶ
す
か
、
焼
却
し
て
く

だ
さ
い
。

※
焼
却
す
る
場
合
は
、
周
囲
へ

の
煙
害
に
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

▼
農
薬
防
除

虫
が
分
散
し
た
と
き
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
樹
木
に
効
果
の
あ

る
農
薬
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
は
、
濃
度
、
使
用
量
、

回
数
や
散
布
時
期
な
ど
、
ラ

ベ
ル
の
説
明
文
を
よ
く
読
ん

で
適
正
な
使
用
方
法
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
散
布
は
、
風
の
な
い
時
間
帯

に
行
う
な
ど
十
分
に
配
慮
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
防
除
車
の
貸
し
出
し

共
同
防
除
を
行
う
場
合
、
防

除
車
を
貸
し
出
し
ま
す
。
環

境
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
環
境
課　
環
境
衛
生
係

　
内
線
５
４
６
１

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

機
器
設
置
補
助
金

　
地
域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
や
普
及
を
促
進
す
る
た
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
設

置
補
助
金
申
請
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▼
補
助
対
象

市
内
に
所
在
す
る
建
物
や
構

造
物
な
ど
に
設
置
し
た
太
陽

光
発
電
設
備
、
蓄
電
シ
ス
テ

ム
、
太
陽
熱
温
水
器
、
薪
ス

ト
ー
ブ
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
、
竹

ボ
イ
ラ
ー

※
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
、
ペ
レ

ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
の
補
助
事
業

に
関
し
て
は
、
詳
細
が
決
ま

り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
設
置
対
象
期
間

○
太
陽
光
発
電
設
備
、
蓄
電
シ

ス
テ
ム
、
太
陽
熱
温
水
器

平
成
３１
年
３
月
１
日
㈮
～

令
和
２
年
２
月
２９
日
㈯

○
薪
ス
ト
ー
ブ
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
、

竹
ボ
イ
ラ
ー

平
成
３１
年
３
月
９
日
㈯
～

令
和
２
年
２
月
２９
日
㈯

▼
補
助
金
交
付
額

○
太
陽
光
発
電
設
備

１
ｋＷ
あ
た
り
１
万
５
千
円

※
上
限
１０
万
円

※
蓄
電
シ
ス
テ
ム
と
同
時
設
置

の
場
合
は
上
限
１５
万
円

○
蓄
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
用
の
3
分
の
1

※
上
限
１０
万
円

○
太
陽
熱
温
水
器

設
置
費
用
の
5
分
の
1

※
上
限
３
万
円

○
薪
ス
ト
ー
ブ
、
薪
ボ
イ
ラ
ー
、

竹
ボ
イ
ラ
ー

　
設
置
費
用
の
２
分
の
１

※
上
限
３
万
円

▼
申
請
方
法

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

　
令
和
２
年
３
月
６
日
㈮

※
予
算
額
に
達
し
た
段
階
で
締

め
切
り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ

環
境
モ
デ
ル
都
市
推
進
課

内
線
３
４
７
４



市
内
の
事
業
者（
店
舗
）を

取
扱
事
業
者
と
し
て
募
集・

登
録
し
ま
す
。

※

募
集
に
関
す
る
記
事
は
、

７
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

［広報いいだ］２０１９.６.１５ 2

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

を
発
行
し
ま
す

　
１０
月
１
日
㈫
か
ら
の
消
費
税

・
地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
い
、
飯
田
市
に
在
住
す
る

低
所
得
者
お
よ
び
子
育
て
世
帯

の
消
費
に
与
え
る
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
を
発
行
し
ま
す
。

▼
対
象

○
低
所
得
者

２
０
１
９
年
度
住
民
税
非
課

税
者
（
課
税
基
準
日
平
成
３１

年
１
月
１
日
）

※
住
民
税
課
税
者
と
生
計
同
一

の
配
偶
者
・
被
扶
養
者
、
生

活
保
護
被
保
護
者
な
ど
を
除

く
○
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主

学
齢
３
歳
未
満
の
子
（
平
成

２８
年
４
月
２
日
か
ら
令
和
元

年
９
月
３０
日
ま
で
の
間
に
生

ま
れ
た
子
）
が
属
す
る
世
帯

の
世
帯
主

▼
購
入
希
望
申
請

７
月
下
旬
に
低
所
得
者
の
対

象
者
に
「
購
入
引
換
券
交
付

申
請
書
」
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
申
請
書
を
ご
記
入
の
上

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

後
、
内
容
を
審
査
し
、
該
当

す
る
方
に
「
購
入
引
換
券
」

を
送
付
し
ま
す
。

※
子
育
て
世
帯
の
世
帯
主
の
方

は
、
申
請
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
後
日
、
該
当
す
る

世
帯
主
の
方
へ
「
購
入
引
換

券
」
を
送
付
し
ま
す
。

▼
商
品
券
販
売
期
間

９
月
２７
日
㈮
～

令
和
２
年
２
月
２８
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）

▼
販
売
単
位　

〇
券
額
面　
５
０
０
０
円

　
（
販
売
額　
４
０
０
０
円
）

※
１
０
０
０
円
×
３
枚
と

５
０
０
円
×
４
枚
の
計
７
枚

を
１
冊
と
し
、
対
象
者
１
人

に
つ
き
最
大
５
冊
ま
で
購
入

可
能
で
す
。

※
子
育
て
世
帯
は
、
３
歳
半
未

満
の
子
の
人
数
分
を
購
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
商
品
券
の
販
売
（
引
換
）
場

所
な
ど
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

随
時
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
使
用
期
間　

１０
月
１
日
㈫
～

令
和
２
年
２
月
２９
日
㈯

※
使
用
期
限
を
過
ぎ
た
商
品
券

は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
取
扱
事
業
者
以
外
で
は
、
商

品
券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当

　
内
線
５
７
２
８

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

宝
く
じ
発
売

　
市
町
村
振
興
宝
く
じ
（
サ
マ

ー
ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
飯
田
市
で
も
こ
の
収
益
金
を

活
用
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
国
際

交
流
事
業
や
文
化
芸
術
活
動
の

充
実
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
市
内
、
長
野
県
内
の

宝
く
じ
売
り
場
に
て
お
求
め
く

だ
さ
い
。

▼
発
売
期
間

　
７
月
２
日
㈫
～
８
月
２
日
㈮

▼
抽
せ
ん
日　
８
月
１４
日
㈬

▼
主
な
当
せ
ん
金

○
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

l
１
等　
５
億
円

l
１
等
の
前
後
賞　
１
億
円

○
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

l
１
等　
３
千
万
円

l
１
等
の
前
後
賞　
１
千
万
円

▼
問
い
合
わ
せ

　
財
政
課

　
内
線
２
１
３
１

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
で
は
、
高
齢
者
の
方
の

健
康
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し

て
歯
科
口
腔
健
診
を
行
い
ま
す
。

　
高
齢
に
な
る
と
、
む
せ
こ
ん

だ
り
、
の
ど
に
つ
か
え
た
り
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
、
こ
れ
が

原
因
で
誤ご
え
ん
せ
い
は
い
え
ん

嚥
性
肺
炎
（
細
菌
が

唾
液
や
胃
液
と
共
に
肺
に
流
れ

込
ん
で
生
じ
る
肺
炎
）
を
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
お
口
の

健
康
は
、
笑
顔
へ
の
第
一
歩
で

す
。
固
い
も
の
が
食
べ
に
く
い
、

入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
特
に
自

覚
症
状
は
な
い
が
お
口
の
状
態

を
確
認
し
た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

昭
和
１８
年
４
月
１
日
か
ら
昭

和
１９
年
３
月
３１
日
生
ま
れ
の

被
保
険
者
（
平
成
３０
年
度
に

７５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た

方
）

▼
案
内
通
知

６
月
下
旬
に
対
象
者
へ
案
内

通
知
と
受
診
券
を
送
付
し
ま

す
。

▼
健
診
期
間

７
月
１
日
㈪
～
１２
月
３０
日
㈪

▼
健
診
費
用

　
無
料

※
健
診
に
よ
り
治
療
が
必
要
な

場
合
は
、
そ
の
治
療
費
は
本

人
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
医
療
機
関

県
歯
科
医
師
会
所
属
の
歯
科

医
院
が
対
象
で
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
方
法

対
象
医
療
機
関
へ
直
接
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
受
診
時
に
必
要
な
も
の

　
受
診
券
、
被
保
険
者
証

▼
問
い
合
わ
せ

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合　
業
務
課　
給
付
係

☎
0
2
6（
2
2
9
）5
3
2
0
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介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
の
更
新

　
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
は
、
有
効
期
限
以
降
も
必
要

な
場
合
に
は
更
新
の
手
続
き
が

必
要
で
す
。　

▼
対
象　

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
を
お
持
ち
の
方

▼
現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限

　
７
月
３１
日
㈬

▼
更
新
方
法

６
月
中
に
申
請
書
類
を
対
象

の
方
へ
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

○
提
出
先

長
寿
支
援
課
ま
た
は
お
近
く

の
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

○
提
出
期
限

　
７
月
１２
日
㈮

▼
新
し
い
認
定
証

　
期
限
ま
で
に
更
新
手
続
き
さ

れ
、
該
当
に
な
る
方
に
は
、

　
７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

※
古
い
認
定
証
は
、
有
効
期
限

が
過
ぎ
ま
し
た
ら
各
自
で
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　
長
寿
支
援
課　
介
護
保
険
係

　
内
線
５
７
６
３

　
夏
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
新

番
組
「
ナ
ッ
ト
の
ス
ペ
ー
ス
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
を
投
影
し
て

い
ま
す
。
今
年
は
人
類
初
の
月

面
着
陸
か
ら
50
周
年
に
当
た
り
、

新
番
組
は
こ
の
月
へ
の
挑
戦
を

テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
ビ
ー
で
は
月
探
査
に
関
す

る
ミ
ニ
展
示
も
行
い
ま
す
。

　
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
午
前
10
時
～

　
ぐ
る
ぐ
る
う
ず
ま
き

○
午
前
１１
時
～

ナ
ッ
ト
の
ス
ペ
ー
ス
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー

○
午
後
1
時
～

　
エ
ン
ケ
ラ
ド
ス
人
探
し
ど
す

○
午
後
2
時
30
分
～

ナ
ッ
ト
の
ス
ペ
ー
ス
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー

○
午
後
4
時
～

　
予
約
投
影

▼
場
所　

　
美
術
博
物
館

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
天
歩

▼
料
金　

一
般　
　
2
5
0
円

　
高
校
生　
1
5
0
円

　
小
中
学
生　
　
50
円

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
0
2
6
5（
２
２
）8
1
1
8

愛
犬
の
し
つ
け
方
教
室

　
飼
い
主
の
皆
さ
ん
が
犬
を
正

し
く
理
解
し
、
必
要
最
低
限
の

ル
ー
ル
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　
６
月
３０
日
㈰　

　
午
後
１
時
３０
分
～
４
時

▼
場
所

　
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
東
栄
町
３
１
０
８
￨
１
）

▼
受
講
料

　
１
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

▼
申
込
方
法

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　
飯
伊
動
物
愛
護
会

（
飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
内
）

☎
０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
６

第
５
回
文
学
連
続
講
座

　
大
学
教
師
時
代
の
夏
目
漱
石

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
と
世
界

を
描
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
草
枕
」
に
出
て

く
る
画
家
の
旅
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

▼
テ
ー
マ　
「
草
枕
」
の
旅

▼
日
時

　
７
月
７
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時
３０
分

▼
場
所

　
中
央
図
書
館
２
階
研
修
室

▼
講
師

　
大
野
淳
一
さ
ん

　
（
武
蔵
大
学
名
誉
教
授
）

▼
受
講
料　
５
０
０
円

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

▼
問
い
合
わ
せ

　
中
央
図
書
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６

料
理
を
作
っ
て
み
よ
う
！

　
障
が
い
が
あ
る
方
を
対
象
に

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
自
宅
で
も
作
れ
る
料
理
を
仲

間
と
楽
し
く
作
り
ま
し
ょ
う
！

▼
対
象

飯
田
市
在
住
の
障
が
い
が
あ

る
方

▼
日
時

　
７
月
２３
日
㈫

　
午
前
１０
時
～
午
後
１
時　

▼
場
所

　
さ
ん
と
ぴ
あ
飯
田

　
３
階
調
理
実
習
室

▼
内
容

講
師
、
サ
ポ
ー
タ
ー
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）
と
一
緒
に
調
理

を
行
い
ま
す
。

▼
定
員

　
６
人

▼
持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▼
受
講
料

　
６
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
注
意
事
項

通
訳
者
・
介
添
者
な
ど
は
各

自
で
ご
手
配
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
付
き
添
い
の
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
る
場
合
は
、
申
し
込

み
時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　
７
月
１２
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
地
域
福
祉
課　
地
域
福
祉
係

☎
０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
２

０
２
６
５（
５
３
）３
１
８
３

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

夏
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
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第
１４
回
美
博
ま
つ
り

　
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
に
な
り

ま
し
た
「
美
博
ま
つ
り
」。
親

子
で
楽
し
む
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
当
日
の
入
館
料
は
無
料
で
す
。

ぜ
ひ
今
年
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

７
月
２８
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
今
年
は
１
日
開
催
で
す
。

▼
場
所

　
美
術
博
物
館

▼
内
容

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
化
石
レ
プ
リ
カ
を
つ
く
ろ

う
」、「
ま
が
玉
を
つ
く
ろ

う
」、「
絵
の
具
を
つ
く
っ

て
絵
を
描
こ
う
」
な
ど
２０
種

類
以
上
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
予
定
。

○
展
示

l
菱
田
春
草
記
念
室
常
設
展
示

「
第
１５
期　

新
た
な
る
装
飾

表
現
」

自
然
・
文
化
展
示
室

l
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示

「
新
収
蔵
品
￨
丹た

ん
あ
み
い
わ
き
ち

阿
彌
岩
吉

と
丹た

ん

あ

み

に

わ

こ

阿
弥
丹
波
子
／
藤
本

四
八
￨
太
平
洋
戦
争
の
時
代

／
新
時
代
の
造
形
１
￨
昭
和

・
平
成
世
代
の
日
本
画
￨
」

○
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

通
常
と
異
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
投
影
を
実
施

▼
受
付

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
は
先
着
順
で
す
。

整
理
券
を
午
前
の
部
は
午
前

９
時
か
ら
、
午
後
の
部
は
午

後
０
時
３０
分
か
ら
配
布
し
ま

す
。

▼
そ
の
他

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
っ
て

は
材
料
費
が
必
要
な
も
の
も

あ
り
ま
す
。

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
は
、
そ
れ
ぞ
れ
定

員
や
開
始
時
刻
な
ど
が
異
な

り
ま
す
。

○
小
さ
い
お
子
様
は
、
保
護
者

の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
美
術
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
美
博
ま
つ

り
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

飯
田
市
　
美
博
ま
つ
り

美
博
の
美
術
講
座

　
令
和
元
年
の
美
術
講
座
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
本
年
度
の
年

間
テ
ー
マ
は
「
創
造
の
起
点
」。

第
１
回
目
は
、
美
術
博
物
館
が

所
蔵
す
る
須
田
剋こ
く
た太

の
造
形
を

考
え
ま
す
。

▼
演
題

須
田
剋
太
は
な
ぜ
描
い
た
の

か 美
博
の
電
子
顕
微
鏡
観

察
教
室

　
ア
リ
の
目
や
花
粉
、
小
さ
な

化
石
な
ど
、
不
思
議
な
ミ
ク
ロ

の
世
界
へ
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
観
覧
券
を
お
持
ち
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

▼
日
時

○
７
月
７
日
㈰

午
前
１１
時
～
正
午
、

午
後
２
時
～
３
時

○
７
月
２１
日
㈰

午
前
１１
時
～
正
午

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館　

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

▼
日
時

　
７
月
１４
日
㈰

　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

※
第
２
回
目
は
８
月
３１
日
㈯
、

第
３
回
目
は
９
月
２１
日
㈯
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
場
所

　
美
術
博
物
館
講
堂

▼
講
師

　
槇
村
洋
介

　
（
美
術
博
物
館
学
芸
員
）

▼
受
講
料

　
無
料

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
の
学
生

に
よ
る
体
験
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

　
小
学
生

　
（
親
子
参
加
も
可
）

▼
日
時

　
７
月
２０
日
㈯

　
午
前
１０
時
～
１１
時

▼
場
所

　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

　
（
松
尾
明
７
５
９
１
）

▼
各
コ
ー
ス
の
内
容

○
Ｓ
コ
ー
ス

選
べ
る
！
優
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
室
（
Ｃ
言
語
、
ロ

ボ
コ
ン
）

○
Ｂ
コ
ー
ス

W
ord

で
作
ろ
う
！
世
界
で

一
つ
だ
け
の
栞し

お
り

○
Ｍ
コ
ー
ス

介
護
っ
て
ど
ん
な
事
？
福
祉

の
お
仕
事
体
験

▼
受
講
料

　
無
料

▼
持
ち
物

○
全
コ
ー
ス

　
筆
記
用
具

○
Ｂ
コ
ー
ス
の
み

は
さ
み
、
デ
ー
タ
持
ち
帰
り

用
記
録
媒
体
（
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ

リ
な
ど
）、
筆
記
用
具

▼
定
員

　
各
コ
ー
ス
１０
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ
へ
電
話

ま
た
は
窓
口
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間

６
月
１７
日
㈪
～
７
月
５
日
㈮

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

☎
０
２
６
５（
２
２
）５
１
１
１

飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

体
験
教
室
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調
理
師
試
験
お
よ
び

合
格
対
策
講
座

▼
試
験
日
時

　
９
月
５
日
㈭

　
午
後
１
時
～
３
時

（
受
付
／
午
前
１１
時
３０
分
～

午
後
０
時
３０
分
）

▼
試
験
場
所

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

▼
合
格
発
表

１０
月
３
日
㈭
午
前
９
時
か
ら

飯
田
保
健
福
祉
事
務
所
に
て

掲
示
後
、
本
人
宛
て
に
通
知

し
ま
す
。

▼
願
書
の
提
出

○
受
付
期
間

　
７
月
２
日
㈫
～
４
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
受
付
場
所

　
県
飯
田
合
同
庁
舎
２
階

　
２
０
２
号
会
議
室

○
持
ち
物

受
付
願
書
、
履
歴
書
、
調

理
業
務
従
事
証
明
書
、
写

真
（
名
刺
判
ま
た
は
パ
ス

ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
）、
受
験
料

（
６
２
０
０
円
）

※
受
付
願
書
、
履
歴
書
、
調
理

業
務
従
事
証
明
書
は
、
飯
田

保
健
福
祉
事
務
所
食
品
・
生

活
衛
生
課
に
て
お
受
け
取
り

い
た
だ
く
か
、
長
野
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
合
格
対
策
講
座

○
日
時

　
８
月
２１
日
㈬
・
２２
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
都
合
が
合
わ
な
い
方
に
は
他

地
区
の
日
程
を
紹
介
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
飯
伊

調
理
師
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
場
所

　
南
信
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料

　
３
万
円

※
昼
食
を
１
食
６
０
０
円
で
用

意
で
き
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
は
、
受
講
申
し
込
み
の
際

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

○
持
ち
物

受
講
票
、
テ
キ
ス
ト
、
問
題

集
、
筆
記
用
具
、
昼
食

○
申
込
方
法

調
理
師
試
験
願
書
提
出
時
に

受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

飯
伊
調
理
師
会
（
飯
田
保
健

福
祉
事
務
所
内
）

☎
０
２
６
５（
２
３
）０
３
０
３

長
野
県
　
調
理
師
試
験

い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン

会
議
委
員
の
募
集

　
「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
８
」（
飯
田
市
総
合
計

画
）
に
掲
げ
る
未
来
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
に
向
け
て
、
多
様
な
主

体
と
の
協
働
や
共
創
に
よ
り
進

め
る
戦
略
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
・
提
案
を
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
資
格

飯
田
市
に
お
住
ま
い
で
、
次

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

○
平
成
３１
年
４
月
１
日
現
在
、

　
１８
歳
以
上
の
方

○
「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
８
」（
飯
田
市
総
合

計
画
）
に
関
心
の
あ
る
方

※
公
共
団
体
の
職
員
、
常
勤
の

公
務
員
の
方
は
原
則
と
し
て

応
募
で
き
ま
せ
ん
。

※
会
議
は
公
開
で
行
い
、
委
員

と
し
て
表
明
さ
れ
た
意
見
は

公
表
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
人
数　
若
干
名

▼
任
期　

　
令
和
３
年
３
月
３１
日
ま
で

※
年
間
数
回
の
会
議
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

▼
応
募
方
法

所
定
の
申
込
書
お
よ
び
次
の

テ
ー
マ
で
８
０
０
字
以
内
に

ま
と
め
た
作
文
（
様
式
は
任

意
）
を
企
画
課
へ
持
参
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
作
文
の
テ
ー
マ

「
い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン

２
０
２
８
に
関
す
る
意
見
・

提
言
」
や
「
私
の
描
く
飯
田

の
未
来
」

※
申
込
書
は
、
企
画
課
ま
た
は

各
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
窓
口

で
お
受
け
取
り
い
た
だ
く
か
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
期
間

　
６
月
１７
日
㈪
～
７
月
５
日

※
郵
送
の
場
合
は
、当
日
消
印

有
効

▼
選
考
結
果

応
募
さ
れ
た
方
に
は
７
月
中

旬
を
目
途
に
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
￨
８
５
０
１

　
大
久
保
町
２
５
３
４

　
企
画
課　
企
画
調
整
係

　
内
線
２
２
２
１

０
２
６
５（
５
３
）４
５
１
１

ikikaku
@
city.iida.nagano.jp

い
い
だ
未
来
デ
ザ
イ
ン
会
議
委
員

建
築
史
ゼ
ミ

参
加
者
募
集

　
歴
史
研
究
所
で
は
、
歴
研
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
と
し
て
、
建
築
史
ゼ

ミ
を
開
講
し
ま
す
。
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
内
容

地
域
の
建
築
・
町
並
み
・
風

景
を
学
び
ま
す
。
今
年
度
は
、

建
築
史
の
学
習
会
や
町
並
み

見
学
会
な
ど
を
行
う
予
定
で

す
。

▼
日
時

毎
月
第
３
金
曜
日　

午
後
６
時
３０
分
～
８
時
３０
分

（
初
回
７
月
１９
日
㈮
）

▼
場
所　
歴
史
研
究
所
研
修
室

▼
講
師

　
福
村
任み

ず
き生

　
（
歴
史
研
究
所
研
究
員
）

▼
受
講
料　
無
料

▼
申
込
方
法

事
前
に
お
電
話
に
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
歴
史
研
究
所

☎
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０



生涯学習・スポーツ課 スポーツ振興係 内線３７３２
問い合わせ・申し込み

７月の“月いちウォーキング”情報
「南信濃を歩こう！」と題して「遠山郷」を歩きます。
（約７ｋｍ）歩いた後は、昼食と温泉を堪能します。
日時／７月１３日㈯ ８：３０（集合）～１４：００頃
集合場所／市役所Ｃ棟国道側駐車場
参加費／１人１,５００円

（昼食代：１,０００円、温泉代：５００円）
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最
終
処
分
場

臨
時
職
員
募
集

▼
応
募
資
格

最
終
処
分
場
技
術
管
理
士
を

お
持
ち
の
方
（
一
般
財
団
法

人
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

発
行
の
認
定
証
）

▼
募
集
人
数　

　
１
人

▼
募
集
締
切　

　
７
月
１９
日
㈮

飯
田
市
職
員
採
用
試
験

（
市
立
病
院
関
係
）

　
令
和
２
年
４
月
採
用
予
定
の

飯
田
市
職
員
採
用
試
験
（
市
立

病
院
関
係
）
を
実
施
し
ま
す
。

▼
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数

　
診
療
放
射
線
技
師　
１
人

　
作
業
療
法
士　
１
人

▼
勤
務
予
定
機
関

　
飯
田
市
立
病
院

※
受
験
資
格
・
給
与
・
手
当
な

　
ど
詳
細
は
、
試
験
実
施
要
綱

　
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
第
１
次
試
験
日

　
７
月
１４
日
㈰

▼
試
験
実
施
要
綱
と
試
験
申
込

書
の
入
手
方
法

○
窓
口
に
て
受
け
取
り

人
事
課
、
市
立
病
院
、
各
自

治
振
興
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

１
２
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返

信
用
封
筒
（
試
験
区
分
・
宛

先
を
明
記
、
角
形
２
号
）
を

同
封
の
上
、
人
事
課
へ
ご
請

求
く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

市
ま
た
は
市
立
病
院
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法

次
の
書
類
を
月
～
金
曜
日
の

午
前
８
時
３０
分
か
ら
午
後
５

時
１５
分
ま
で
に
人
事
課
へ
本

人
ま
た
は
代
理
人
が
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

○
試
験
申
込
書

○
住
所
、
氏
名
、
試
験
区
分
を

記
載
し
、
２
４
２
円
切
手
を

貼
っ
た
長
形
３
号
封
筒

▼
募
集
締
切

　
７
月
１
日
㈪

※
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印

有
効

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
￨
８
５
０
１

　
大
久
保
町
２
５
３
４

　
総
務
部　
人
事
課

　
内
線
２
１
４
１

職
員
募
集

※
勤
務
内
容
な
ど
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
最
終
処
分
場

　
（
グ
リ
ー
ン
バ
レ
ー
千
代
）

☎
０
２
６
５（
５
９
）１
１
５
３

美
博
ま
つ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
「
美
博
ま
つ
り
」
は
、
子
ど

も
た
ち
や
親
子
を
対
象
と
し
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
中
心
の
イ
ベ

ン
ト
で
す
。

　
こ
の
「
美
博
ま
つ
り
」
に
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
美
術
博
物
館
職
員
と
一

緒
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
美

術
博
物
館
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
を

皆
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
対
象

○
高
校
生
以
上
で
健
康
な
方

○
博
物
館
の
事
業
に
積
極
的
に

関
わ
る
意
欲
の
あ
る
方

※
未
成
年
者
は
保
護
者
の
同
意

が
必
要
で
す
。

▼
募
集
人
数　
５０
人

▼
業
務
内
容

○
受
付
（
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
、

も
ぎ
り
、
会
場
案
内
・
整
理

な
ど
）

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
補
助

▼
日
時

７
月
２８
日
㈰

午
前
８
時
１５
分
～
午
後
６
時

３０
分
（
休
憩
時
間
あ
り
）

▼
場
所

　
美
術
博
物
館

▼
募
集
期
間

　
６
月
２６
日
㈬
～
７
月
１２
日
㈮

▼
事
前
説
明
会

業
務
内
容
の
説
明
、
施
設
案

内
を
行
い
ま
す
。
次
の
い
ず

れ
か
の
日
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

○
７
月
２０
日
㈯

　
午
前
１０
時
～
１１
時
３０
分

○
７
月
２１
日
㈰

　
午
後
３
時
３０
分
～
５
時

※
過
去
に
美
博
ま
つ
り
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
経
験
さ
れ
た
方

は
免
除
で
き
ま
す
。

※
不
参
加
の
場
合
に
は
後
日
資

料
を
送
付
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
次
の
要
領
に
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

○
電
話
に
よ
る
応
募

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
（
保
険
加
入
に
必

要
な
た
め
）、
参
加
で
き
る

時
間
、
事
前
説
明
会
の
参
加

日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
参
加
申
込
書
提
出
に
よ
る
応

募参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
美
術
博
物
館

受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
持
参
、

郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）、

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
、
美
術
博
物

館
の
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
て

お
受
け
取
り
い
た
だ
く
か
、

　
美
術
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
〒
３
９
５
￨
０
０
３
４

　
追
手
町
２
￨
６
５
５
￨
７

　
美
術
博
物
館

☎
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８

０
２
６
５（
２
２
）５
２
５
２

飯
田
市
　
美
博
ま
つ
り



開催日

交通規制時間

交通規制区間

主なイベント

飯田の夏を満喫！
ぜひお越しください。

午後２時３０分～１０時

りんご並木（知久町～通り町）
※本町とりんご並木の交差点は車両通行できません。

（午後５時～８時３０分）
◎獅子舞や太鼓などの演舞、仕掛け花火
◎金魚すくい、風船ヨーヨー釣り、ゲーム
コーナー
◎フランクフルト、綿菓子、かき氷、焼き鳥
などの販売
◎ラベンダーグッズの販売
◎飯田東中学校による展示
◎ステージコーナー
◎ふるさとコンサート（午後６時３０分～１時間程度）
出演団体：
「新日フィルメンバーによるクラリネット五重奏」
◎オープンカフェなど
※天候などにより内容が変更となる場合があります。

『橋南夏まつり』
～ 今年のテーマは『絆 (きずな) 』～

７月１４日（日）

問い合わせ
橋南公民館 内線４７０２
商業・市街地活性課 内線４６５１

市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方市役所への電話の掛け方

に電話します。

市役所の電話交換手がでます。

市役所の担当部署に電話がつながります。
お知らせに記載してある４桁の内線番号をお告げください。

0265-22-45110265-22-4511
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プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

取
扱
事
業
者
の
募
集

　
１０
月
１
日
㈫
か
ら
の
消
費
税

・
地
方
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

に
伴
う
、
地
域
の
消
費
喚
起
、

経
済
の
下
支
え
を
図
る
た
め
に
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行

し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
商
品
券
を
取
り
扱

っ
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
（
店

舗
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

市
内
に
小
売
業
、
飲
食
業
、

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

の
事
業
所
（
店
舗
）
を
有
す

る
事
業
者

※
た
ば
こ
や
商
品
券
な
ど
、
本

商
品
券
で
購
入
で
き
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

※
換
金
は
口
座
振
り
込
み
に
な

り
ま
す
。
詳
細
は
現
在
調
整

中
で
す
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

▼
申
込
方
法

○
申
込
書
入
手
方
法

電
話
な
ど
で
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
け
れ
ば
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
入
手
も
可
能
で
す
。

○
申
請
書
提
出
方
法

７
月
３１
日
㈬
ま
で
に
申
込
書

を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
い
た
だ
く
か
、

福
祉
課
窓
口
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
担
当

　
内
線
５
７
２
８

０
２
６
５（
２
２
）８
１
３
３

飯
田
技
術
専
門
校
民
間

活
用
委
託
訓
練
生
募
集

　
飯
田
技
術
専
門
校
で
は
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
お
よ

び
普
通
救
命
講
習
修
了
を
目
指

す
公
共
職
業
訓
練
（
３
カ
月
コ

ー
ス
）
の
訓
練
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
実
務
で
必
要
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
習
得
と
、
パ
ソ
コ
ン

検
定
３
級
の
取
得
も
可
能
で
す
。

▼
コ
ー
ス
名

　
介
護
＋
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

▼
応
募
資
格

申
込
日
に
お
い
て
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
行

っ
て
お
り
、
全
訓
練
日
程
を

受
講
で
き
る
方

▼
募
集
締
切

　
７
月
１２
日
㈮

▼
訓
練
期
間

　
８
月
８
日
㈭
～
１１
月
７
日
㈭

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
お
よ
び

８
月
１３
日
㈫
～
１５
日
㈭
は
休

講
で
す
。

▼
訓
練
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
訓
練
場
所

　
飯
田
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

▼
募
集
人
数

　
15
人

▼
受
講
料

　
無
料　

※
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
、
資

格
取
得
代
な
ど
は
個
人
負
担

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
飯

田
技
術
専
門
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
長
野
県
飯
田
技
術
専
門
校

☎
０
２
６
５（
２
２
）１
０
６
７

○
飯
田
公
共
職
業
安
定
所

☎
０
２
６
５（
２
４
）８
６
０
９

飯
田
技
術
専
門
校



住んでいない  家  をお持ちの方へ家
周りに迷惑をかけないようしっかり管理してく

ださい。
異常があったら連絡してもらえるよう近隣の方

と連絡が取れるようにしておきましょう。

★ 通風、換気、通水

★ 外周の清掃、草取り

★ 傷みがあれば速やかに修理

ムトスまちづくり推進課 空家等対策係　内線５４４２

６月は食育月間、
 毎月１９日は食育の日です。

一緒に食べる人たちとの
コミュニケーションを図ることができます
楽しく食べることができます
規則正しい時間に食べることができます
料理の品数が多くなり、栄養バランスの
よい食事を取ることができます
食事マナーに気を配ることができます

問い合わせ／保健課 食育担当　内線５３０５

共食とは家族、あるいは地域の方たち、
友達と一緒に楽しく食べることです。

食育月間・食育の日をきっかけに毎日の食生活を見直しましょう!!

★「共食」の回数を増やしましょう
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農
地
相
談

　
農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
、
遊
休
農
地
対
策
、

農
業
者
年
金
な
ど
農
地
に
関
す

る
相
談
を
、
各
地
区
担
当
の
農

業
委
員
と
農
業
委
員
会
事
務
局

職
員
が
受
け
付
け
ま
す
。

　
開
催
地
区
以
外
の
ご
相
談
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
上
村
・

南
信
濃
地
区
は
、
予
約
が
必
要

で
す
の
で
、
農
業
委
員
会
事
務

局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
７
月
の
農
地
法
許
可

申
請
な
ど
の
締
め
切
り
は
、
７

月
１２
日
㈮
で
す
。

▼
開
催
日
・
開
催
地
区

○
７
月
１
日
㈪　

　
下
久
堅
・
上
村
・
南
信
濃

○
７
月
３
日
㈬　

　
龍
江
・
伊
賀
良

○
７
月
４
日
㈭

　
山
本

○
７
月
９
日
㈫

　
竜
丘

▼
場
所　

開
催
地
区
Ｊ
Ａ
の
各
支
所
・

事
業
所

※
下
久
堅
地
区
は
下
久
堅
自
治

振
興
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

▼
時
間

　
午
前
９
時
３０
分
～
１１
時

※
次
の
地
区
は
、
場
所
お
よ
び

時
間
が
異
な
り
ま
す
。

○
上
村

上
村
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー　

午
後
３
時
～
４
時

○
南
信
濃

南
信
濃
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

午
後
１
時
３０
分
～
２
時
３０
分

▼
問
い
合
わ
せ

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
０
２
６
５（
２
１
）３
２
１
９

特
設
人
権
相
談
所

▼
日
時

　
７
月
７
日
㈰

　
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所　
上
村
公
民
館

▼
費
用　
無
料

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
、
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

飯
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

（
長
野
地
方
法
務
局
飯
田
支

局
内
）

☎
０
２
６
５（
２
２
）０
０
１
４

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
留
学
生

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　
国
際
教
育
交
流
団
体
で
あ
る

公
益
財
団
法
人
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協

会
長
野
南
信
支
部
で
は
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
か
ら
の
留
学
生
を
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
る
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

国
境
を
超
え
た
か
け
が
え
の
な

い
絆
を
築
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
受
入
期
間

　
８
月
２４
日
㈯
か
ら
１０
カ
月
間

▼
留
学
生

　
１７
歳
・
男
子
（
飯
田
高
校
に

通
い
な
が
ら
、
日
本
文
化
の

見
聞
を
深
め
ま
す
。）

▼
受
け
入
れ
て
い
た
だ
く
条
件

　
家
族
の
一
員
と
し
て
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
ご
家
庭

※
英
語
が
話
せ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

※
３
カ
月
、
６
カ
月
の
受
け
入

れ
も
可
能
で
す
。

※
応
募
者
が
複
数
の
場
合
は
Ａ

Ｆ
Ｓ
で
選
考
調
整
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
Ａ
Ｆ
Ｓ
長
野
南
信
支
部

info-nanshin@
afs.or.jp

○
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会

　
東
京
オ
フ
ィ
ス

☎
０
３（
６
２
０
６
）１
９
１
１



「市政懇談会」
開催のお知らせ

「市政懇談会」
開催のお知らせ

市長と市民の皆さんが一堂に会し、市長自ら
市政の経営方針や重要課題を語るとともに、地
区から地域の課題や住民の皆さんの思い、活
動の様子を出していただくなど、よりよい市政、
地域づくりのあり方について意見を交換する場
として、市政懇談会を開催します。
新しい時代の地域をひらくため、各地区の

「田舎へ還ろう戦略」の目指す方向や具体的な
取り組み・課題などを住民の皆さんと行政とが
共有し、次のチャレンジにつなげる場にしたい
と考えています。

令
和
元
年
度
 市政
懇
談
会
 開催
日
程

６月２５日
６月２６日
６月２７日
７月１日
７月２日
７月３日
７月１６日
７月１７日
７月１９日
７月２２日
７月２３日
７月２６日
７月２９日
７月３０日
８月６日
８月８日
８月２０日
８月２１日
８月２３日
８月２８日

火
水
木
月
火
水
火
水
金
月
火
金
月
火
火
木
火
水
金
水

１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００
１９：００～２１：００

三穂多目的研修センター
伊賀良公民館
丸山公民館
座光寺公民館
羽場公民館
東野公民館
上久堅公民館
下久堅公民館
千代公民館
松尾公民館
鼎公民館
山本公民館
南信濃地域交流センター
龍江公民館
飯田市役所Ｃ３１１会議室
橋北公民館
竜丘公民館
上村公民館
川路公民館
上郷公民館

期　日 曜日 時　 間 会　　場
三　穂
伊賀良
丸　山
座光寺
羽　場
東　野
上久堅
下久堅
千　代
松　尾
鼎

山　本
南信濃
龍　江
橋　南
橋　北
竜　丘
上　村
川　路
上　郷

地区名

（例）年金収入８０万円以下の方

７５歳以上（※）で医療保険料の均等割９割軽減の皆様へ

これは、今年１０月から所得の低い年金受給者の
方へ年金生活者支援給付金（基準額月５,０００円）
の制度が始まることや、所得の低い高齢者の方へ
の介護保険料軽減の拡充が今年度予定されてい
ることを踏まえ実施されるものです。

◉７月中旬にお送りする後期高齢者医療保険料決定通知書で内容をご確認ください。（普通徴収の方）
◉医療保険料を特別徴収（年金からの天引き）で納めている場合は、天引き額への影響は１０月からとなります。
９月上旬にお送りする決定通知書で内容をご確認ください。
◉老齢年金生活者支援給付金（補足的な給付を含む）の場合、支給要件（６５歳以上で老齢
基礎年金を受給中、世帯全員の市町村民税が非課税、前年の年金収入額と所得額の合
計が８７９,３００円以下）を全て満たす必要があります。金額は保険料を納めた期間などに
より異なり、基本的に１０、１１月分を１２月（年金の支払日と同日）に振込みます。

（※）６５歳以上の方で障害認定を受けて後期高齢者医療制度に加入している方も対象になります。

後期高齢者医療保険料の均等割に
ついて、これまで９割軽減となって
いた方は、今年度、８割軽減に変わ
ります。

後期高齢者医療制度について
介護保険について
年金生活者支援給付金について

保健課 医療給付係
長寿支援課 介護保険係
ねんきんダイヤル

内線５５２５
内線５７６２
☎０５７０（０５）１１６５

９割軽減
（月平均３３０円納付）

８割軽減
（月平均６７０円納付）

２０１９.６.１５［広報いいだ］9



◆事故防止のため、小学校６年生までの方は、保護者ま
たは責任ある引率者の同伴が必要です。

◆食物の持ち込みは、ご遠慮ください。
◆利用者の安全確保および施設の維持管理のため、着
用いただく水着について制限させていただいていま
す。詳しくは右記お問い合わせ先へご連絡いただく
か、市ウェブサイトでご確認ください。

ご　注　意

南信濃Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

市民プール・アクアパークＩＩＤＡ

中学生以上 １００円
小学生以下 ４０円
３歳未満 無料

コインロッカー
（返金あり） １０円

南信濃B&G海洋センター
プール

（南信濃八重河内２０４-１）

７月６日㈯～９月１日㈰
開場時間：１０：００～１７：００

一般
（高校生以上） ８００円

中学生以下 ３００円
３歳未満 無料

コインロッカー
（返金なし） １００円

アクアパークIIDA
（三日市場１９８６）

保護者･引率者 １００円

小学生以下 ４０円

３歳未満 無料

市民プール（２５mプール）
（中央通り２-２６-１）

※小学生以下の方とその保護者または
責任ある引率者専用のプール 注）

７月８日～１２日、１６日～１９日、
８月２６日～３０日の開場時間は
１１：００～１７：００

※定休日なし
※悪天候による急な休場あり
※小学校３年生以下の方は保護者と一緒の
入水が必要

※オムツのとれていない小さなお子さんは入水
制限あり

プール名 開　場　期　間 遊 泳 時 間入場料・使用料

市民プール、アクアパークＩＩＤＡ、
南信濃B&G海洋センター・プール

～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～
～ 小さな子どもと子育て中のお父さん、
                  お母さんのためのコンサート ～

★日　時：７月１０日（水）
①９：４５～／②１１：００～ （演奏約３０分）

★会　場：飯田人形劇場 （カーペットの上で鑑賞）
★主な対象：０～２歳児
★定　員：各回親子６０組
★参加費：親子２００円
★出　演：熊谷暁代 （ピアノ・フルート）

森本朝美 （エレクトーン）
★プログラム：♪きらきら星～たなばたさま

♪リトルマーメイドメドレー   ほか

〒３９５－００５１ 飯田市高羽町５－５－１  飯田文化会館事業係宛
※往信用の文面へ申込必要事項を、返信用の宛名面へご自身の宛名をご記入ください。

①希望の時間 （９：４５～ ｏｒ １１：００～ ｏｒ どちらでも可）
②保護者氏名　　③子ども氏名、 年齢
④保護者・子ども各人数　　⑤住所　　⑥電話番号

●問い合わせ／飯田文化会館　☎０２６５（２３）３５５２
ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ｉｉｄａ.ｌｇ.ｊｐ/ｓｉｔｅ/ｂｕｎｋａｋａｉｋａｎ/

申込締切

インターネットでの申し込み

往復ハガキでの申し込み

申込必要事項

「ながの電子申請サービス」の
サイトにてお申し込みください。
※飯田文化会館ホームページ内の
「にこにこステージ」からもアクセスできます。

６月３０日（日）必着
（１通につき１親子。応募者多数の場合は抽選。
 抽選結果は７月３日（水）までにお知らせします。）

［広報いいだ］２０１９.６.１５ 10



７月をこの運動の強調月間として、下記の活動を行います。ご協力をお願いします。

社会を明るくする運動

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

問い合わせ／社会を明るくする運動飯田市推進委員会事務局（福祉課内）　内線５７２１

● ７月1日㈪　鼎駅、飯田駅、桜町駅、伊那上郷駅前犯罪や非行のない安全・安心な地域社会を築く
ための取り組みを進めよう
犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう

1出所者などの事情を理解した上で雇用する企業
の数を増やすこと。

2帰るべき場所がないまま、刑務所から社会に戻
る人の数を減らすこと。
3薬物依存からの回復と社会復帰を長期的に支え
る地域の環境を作ること。
4犯罪をした高齢者・障がい者などが、社会復帰に
必要な支援を受けられる環境を作ること。
5非行少年などが学びを継続できる環境を作ること。

★社会を明るくする運動の詳細については、市ウェブサイトに掲載しております。

● 日時／７月4日㈭ 午後６時３０分～
● 場所／南信濃地域交流センター

● 日時／７月3日㈬ 午前８時４０分～
● 場所／飯田市立緑ヶ丘中学校
● 講師／小林英樹 さん（舞台俳優・元教員）

● 日時／７月7日㈰ 午後2時～　● 場所／千代公民館
● 座談会証言者、千代満蒙開拓入植者

● ８月３０日㈮までに学校を通じて
 推進委員会事務局（市福祉課）へ提出してください。

● 各地区にて随時開催

犯罪や非行をした人を社会から排除・孤立させるのではな
く、再び受け入れることが自然にできる社会にするため以下
の取り組みを行います。

愛のはがき募金愛のはがき募金愛のはがき募金
７月１日㈪～８月３０日㈮受付期間

受付窓口

皆さんから寄せられた募金は、犯罪や非行のない地域づくりのため
に、社会を明るくする運動の事業や、更生保護団体などの活動に活用い
たします。皆さんのご協力をお願いします。

市役所本庁舎、お近くの自治振興センター、
市内５地区公民館（橋北・橋南・羽場・丸山・東野）

第
６９
回

男女共同参画課　内線５４５２問い合わせ

6月23日から29日までの1週間は、「男女共同参画週間」です。
飯田市は、男女共同参画を推進するため飯田市第６次男女共同

参画計画（平成３０年度～令和４年度）に基づき、少子高齢化や地
域の活性化など社会の様々な課題に、「男女が互いに協力して、
『自立した生き方』『幸福と感じる社会』」をめざして取り組みます。

男女共同参「学」、知る 学ぶ 考える
私の人生 私が作る

今年のキャッチフレーズは今年のキャッチフレーズは

「「学び」を通じて、男性も女性も、ひとりひとりが、多様
なライフキャリアの形成と選択ができる社会の実現」を
重点とします。

男女共同参画週間男女共同参画週間
６月２３日㈰～２９日㈯までの１週間

https://www.imh.jp/

もご覧下さい。

飯田市立病院
こちらで検索こちらで検索

飯田市立病院

２０１９.６.１５［広報いいだ］11



望まない
受動喫煙

昨年７月、健康増進法の一部を改正する
法律（以下改正法）が成立しました。
これにより、望まない受動喫煙を防止す
るための取り組みは、マナーからルール
へと変わります。

なくそう！

基本的考え方
第1

　改正法は、以下のような３つの基本的な考え方を趣旨とし、
施設などの管理権原者が講ずる措置を定めたものになっています。

「望まない受動喫煙」 をなくす
受動喫煙が他人に与える健康影響と、喫煙者が一定程度いる現状を踏まえ、屋内において受
動喫煙にさらされることを望まない者がそのような状況に置かれることのないようにすることを
基本に、「望まない受動喫煙」をなくす。

基本的考え方
第2

受動喫煙による健康影響が大きい子ども、患者などに特に配慮
子どもなど２０歳未満の者、患者などは受動喫煙による健康影響が大きいことを考慮し、こうし

た方々が主たる利用者となる施設や、屋外について、受動喫煙対策を一層徹底する。

基本的考え方
第３

施設の類型・場所ごとに対策を実施
「望まない受動喫煙」をなくすという観点から、施設の類型・場所ごとに、主たる利用者の違い
や、受動喫煙が他人に与える健康影響の程度に応じ、禁煙措置や喫煙場所の特定を行うととも
に、掲示の義務付けなどの対策を講ずる。その際、既存の飲食店のうち経営規模が小さい事業者
が運営するものについては、事業継続に配慮し、必要な措置を講ずる。

改
正
法
に
お
い
て「
何
人

も
、喫
煙
を
す
る
際
、望
ま

な
い
受
動
喫
煙
を
生
じ
さ

せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
周

囲
の
状
況
に
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（
改
正
法

第
２５
条
の
３
第
１
項
）と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。周
囲
に

人
が
い
な
い
場
所
で
喫
煙

す
る
よ
う
配
慮
し
、人
が
集

ま
る
場
所
や
人
が
近
く
に

い
る
場
合
に
は
喫
煙
を
控

え
ま
し
ょ
う
。禁
煙
が
義
務

づ
け
ら
れ
な
い
屋
外
や
家
庭

で
あ
っ
て
も
、受
動
喫
煙
が

生
じ
な
い
よ
う
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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30.230.1
32.132.2

34.1
32.4 8.27.98.58.2

9.7

国保・特定健診より

9.0

23.023.0

脳卒中、虚血性心疾患、肺がん、食道がん、
胃がん、肝臓がん、すい臓がん、子宮頸がん など

【  第１種施設  】
学校・児童福祉施設、 病院・診療所、
行政機関の庁舎など

【  第2種施設  】

子ども……乳幼児突然死症候群、喘息
大　人……脳卒中、虚血性心疾患、肺がん

飲食店、 オフィス、
事業所（事務所、 工場、 ホテル・旅館、
　　　 旅客運送事業船舶・鉄道、
　　　 その他すべての施設）

２０１９年７月１日から「敷地内禁煙」です。
※屋外に喫煙場所を設置することは可能です。

２０２０年４月１日から「原則屋内禁煙」です。
※喫煙専用室、加熱式たばこ専用喫煙室の設置は可能です。

７月１日から第１種施設の市役所本庁舎は 敷地内禁煙 となります。
受動喫煙防止へのご理解、ご協力をお願いします。なお当面の間、Ａ棟屋上に特定屋外喫煙所（※）を設置します。
また、各地区自治振興センターおよび各地区公民館も、特定屋外喫煙所が設置できる場合がありますので、各施設
にご確認ください。

全体の喫煙率は国に比べて低くなっていますが、女性の割合が年々上昇しています。

※特定屋外喫煙所…管理権原者による区画や喫煙場所を示す標識の掲示などにより受動喫煙を防止するため必要な措置がとられた場所

市役所庁舎における受動喫煙対策に関する問い合わせ
総務文書課　内線２１１１

受動喫煙対策の取組全般に関する問い合わせ
保健課　内線５３０４

たばこ１本で１４．４分
命が削られます。

　　（政府インターネットテレビより）

たばこを吸い終わっても、約３０分間は　
呼気から有害な物質が出続けています。

（アリゾナ州立大学 ２００９年研究発表より）
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市では令和元年度（２０１９年度）より、意欲ある農業者の皆さんが、自らの農業経営を
改善する目的で導入する機械などの整備を支援する補助金を新設します。

令和元年 ６月３日（月）～２８日（金）
◉詳細につきましては、農業課へお問い合わせください。

●問い合わせ先／農業課 農村振興係　☎０２６５（２１）３２１７　　 ０２６５（５２）６１８１

作業の省力化や効率化により、生産性の高い農業を目指す意欲ある農業者を支援することで、当地域の農業を
維持していく目的で実施します。また、地域の仲間やグループなどの多様な担い手を支援し、農業生産の継続、農
地保全につなげていきます。

農業経営の改善に必要な農業用機械または農業用施設の取得、改良または修繕。

事業費の３／１０以内。 上限５０万円　※事業費５０万円以上の機械などが対象です。業者２者以上から見積りをお願いします。

補助申請時に５年間の農業経営改善計画を作成し、整備する機械などと計画内容の整合
性を確認します。補助事業の活用は５年間の計画期間のなかで原則１回とします。

◆本補助事業は、国、県、市などの他の補助事業との併用はできません。
◆補助要望額が多い場合は、同一年度内に飯田市などが交付する他の補助金などを受けていない方を優先して補
助金額の配分を行う可能性があります。
◆農業経営の用途以外に容易に利用できる汎用性の高いものは補助対象外です。（運搬用トラック、パソコン、
倉庫など）
◆中古機械および中古施設の取得、中古資材を活用しての整備も対象となります。

※認定農業者、認定新規就農者は認定時の経営改善計画（就農計画）で確認します。

団体内での話し合いに基づき、構成員の農業経営状況などを含めた整備機械などの利用
計画を作成します。団体規約、機械などの管理規程が必要です。

※中心的担い手農業者は各地区人・農地プラン掲載の中心的経営体（認定農業者など）のことです。
※中山間地域等直接支払交付金の交付を受け農地維持に取り組む集落協定内での利用は対象外です。

［広報いいだ］２０１９.６.１５ 14



※申込方法など詳細はお問い合わせください。

２５,０００円

１４,０００円

随時広告を募集していますので、ぜひ掲載をご検討ください。

住所が飯田市内にあり、１年以上継続して事業を営んで
いる個人または法人で、市税の滞納がない方

★縦５０mm×横１８０mm
★縦５０mm×横８９mm

広報いいだの発行部数は約３4,０００部で
市内各

世帯に配布するほか、市内の公共施設や
大型店

などにも施設内への設置についてご協力
をいた

だいており、大きな宣伝効果が期待できま
す。

毎月１日号の「市役所発くらしの情報」ページの最下欄
（１５日号には掲載枠がありません）

○政治・選挙・宗教・風俗・貸金業に関連する広告
○事実に反する表記を含む広告、内容が誇大である広告など

秘書広報課 広報広聴係  内線２３１４申し込み・問い合わせ

※１回の掲載当たり掲載申請できる方

掲載の位置

広告掲載料金￥

掲 載できない広告

「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか「広報いいだ」 に広告を掲載しませんか

今日
2018/08/25 14:00

15:00

アマゾン
sagi

配信済み

有料動画の未納料金が発生
しております。本日中にご
連絡無き場合、法的手続き
に移行いたします。
０３-XXXX-XXXX

特殊詐欺の
代表的手口です。

だまされないで！

☎０２６５（２２）０１１０

☎０２６５（２２）４５３０

それ
詐欺かも！

公的機関に
類似した
差出人

実在の事業者を
かたる場合が
あります。

（例） アマゾン
ヤフーサポートセンター
ＤＭＭ相談窓口　など

メールや
はがきに書かれた
電話番号に
かけないで！

※実在する企業とは無関係です。

※いずれも国の組織として存在しない
　ものです。

（例）
法務省管轄支局 国民訴訟通達センター
地方裁判所管理局
国民訴訟お客様センター
全国紛争相談センター　など

これは詐欺
！

これは詐欺
！ 総合消費料金未納分訴訟最終通知書

管理番号（カ）1172

この度、貴方の未納されました総合消費料金について、契約
会社及び、運営会社から、訴状申し入れされたことを本状に
て報告いたします。

下記に設けられた、裁判取り下げ最終期日までにご連絡無き
場合、管轄裁判所から裁判日程を決定する呼出状が発行さ
れ、記載期日に指定の裁判所へ出廷となります。
尚、裁判を欠席されると相手方の言い分通りの判決が出され、
執行官立会いのもと、あなたの給料、財産の差し押さえ等の
恐れがございますので、十分ご注意ください。

民事訴訟及び、裁判取り下げ等のご相談に関しましては当
センターにて承っておりますので、下記窓口へお問い合わせ
ください。
尚、個人情報保護の為、ご本人様からご連絡頂きますよう
お願い申し上げます。

取り下げ最終期日 平成30年10月4日

民事訴訟管理センター
東京都千代田区霞が関
消費者相談窓口 03‒
受付時間9：00～18：00（日・祝日を除く）

２０１９.６.１５［広報いいだ］15



さまざまな媒体で情報発信しています。さまざまな媒体で情報発信しています。

暮らしの情報やイベント情報などを
配信しています。
全ページスマートフォン対応！

日々の出来事やイベントの告知など
写真とともに配信しています。

飯田市

フェイスブック　広報いいだ

いいだＦＭ

暮らしに便利な情報をデータ放送で配信しています。

飯田市の政策や行事などを紹介します。

市議会開会中は議会の様子を生中継で放送します。

★データ放送 「結いチャンネル」１２チャンネル１２チャンネル

市役所からのお知らせ
暮らしの情報（休日当番医、市民バス情報、
ごみ収集カレンダーなど）
緊急情報
市内イベント情報
お悔やみ

市からのお知らせをお届けします。
★広報いいだの風

さまざまなテーマで市民の声をお届けする市の企画
番組です。

★かざこし歳時記

飯田市からのお知らせを、英語・ポルトガル語・
中国語でお届けしています。

★外国語広報

地区のお知らせ
気象情報
南信州新聞社Ｎｅｗｓ  など

放送日程

★議会中継 ７１４チャンネル７１４チャンネル

★テレビ広報 ～市民のみなさんへ～
地デジ１１チャンネル（７１３チャンネル）地デジ１１チャンネル（７１３チャンネル）

放送日 放送時間（主な放送時間）

  ９：３０～
１８：３０～

１２：００～
１９：３０～

１５：００～
２２：３０～

  ９：３０～
１８：１５～

１２：００～
１９：１５～

１５：００～
２２：１５～

  ９：３０～
１８：１５～

１２：００～
２２：００～

１４：３０～
２３：４５～

月～金曜日／
７：１８～、 ８：５３～、 １２：５３～、 １７：５３～、 １８：５３～
土曜日／１１：５３～

①月～木曜日／
７：０５～７：１８ （再放送１８：４０～１８：５３）
②月～木曜日／
１２：４０～１２：５３ （再放送１７：４０～１７：５３）

土・日曜日／１８：００～１８：３０

※②１２：４０～１２：５３ （再放送１７：４０～１７：５３）は
第５週の放送はありません。

◎番組表は「いいだＦＭ」のホームページでチェック！

※画面イメージ

６月の放送予定
災害から命を守る

１７日㈪～１９日㈬

２０日㈭・２１日㈮

２２日㈯・２３日㈰

発行・編集：飯田市 市長公室 秘書広報課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４  ☎０２６５（２２）４５１１  　０２６５（５３）４５１１  ●ウェブサイト https://www.city.iida.lg.jp/
飯田市の人口（6/１現在）■人口＝１０1,061人（前月比－126）男48,538人／女５2,523人  ■世帯数＝40,000世帯（前月比－13）
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